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Abstract

Along with rapid economic development, the quality of life has improved and it is thought
that it is influenced by having become more and more convenient times such as work,
housework, transportation, etc. The influence of lifestyle diseases etc. The incidence of
chronic diseases such as obesity is increasing year by year Purpose: The purpose of this
study is to propose measures to increase the physical activity of general workers in Japan
and China. Target and Method: In this study, we targeted 1,179 people in total for general
workers aged 20 to 59 who live in S city in S and Town of China. In this study, missing /
fraudulent data 1,038 subjects (88.0%) were excluded from the analysis. Results: The amount
of physical activity of sex of general worker in one week from physical city S city in Japan
is higher in one week's physical activity time of worker in Japan S town It was suggested
that it was long.
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Ⅰ. 緒言
生活習慣病などの影響による肥満症など

の慢性疾病の発病率が年々増加傾向にあ
る１）。その理由として、急速な経済的な発展
に伴う生活の質の向上、仕事、家事、交通手
段など、便利な時代となったことが影響し
ていると考えられている４）。それゆえ、定期
的な運動習慣を定着させることが一般勤労
者の間で注目されている。そこで、本研究で
は日本と中国の一般勤労者を対象に、日常
生活における身体活動量を比較することを
目的に調査を実施した。本研究では、調査に
て得ることのできた知見を参考に、日本と
中国における、一般勤労者の身体活動量を
増加させるための方策を提案することを目
的とする。

Ⅱ．方法
１．調査対象及び方法

本研究では,日本 S 町及び中国東部の S
市に在住する 20-59 歳の一般勤労者を対象
とし、被験者の個人情報などの秘密を厳守
すると説明したうえで、質問紙の調査に賛
同して協力いただいた 1,179 名を対象とし
た。なお、本研究では、欠損・不正データを
除外した 1,038 名（88.0％）を解析対象とし
た。対象の地域における対象者は、中国
20‐50 歳代（計 483 名）で、うちわけは、男
性 127 名（26.3%）、女性 356 名（73.7%）で、
日本 20-50 歳代（計 555）で、うちわけは、男
性 385 名（69.4%）、女性 170 名（30.6%）と
した。

２．調査時期と場所
2015 年 7 月から 10 月の 3 か月間かけて

実施した。日本 S 町における調査実施場所
は、R 企業と A 企業とした。中国 S 市にお
ける調査実施場所は、A 地区における集合
住宅、K 保険会社、S 薬品工場とした。日本
と中国における本研究の調査では、いずれ

も勤労者のみのデータを採用した。

３．調査項目
１）人口統計学では「性、年代、婚姻状況、
教育歴、収入、喫煙、自覚健康感」などを取
り上げた（Table1）。

２）身体活動量は、国際身体活動質問紙短縮
版（International Physical Activity Ques-
tionnaire-Short Version: IPAQ-SV）中国語
版（2004）２）日本語版（2002）３）を採用した。
IPAQ-SV 日本語と中国版語については、そ
れぞれ先行研究により、すでに信頼性、妥当
性が検討されている指標である。日常生活
での過去１週間、または、平均的な 1 週間
で、歩行や中等度の身体活動、高強度の身体
活動を行っている日数ならびに時間を評価
するものである。高強度「8 メッツ相当」お
よび中等度「4 メッツ相当」の身体活動と歩
行「3.3 メッツ相当」とした。

３）体組成計インボディ S10（バイオスペー
ス社）にて体脂肪率（PBF）を測定し、体組
成と身体活動量との関係を、日本 S 町と中
国 S 市、さらに、地域ごとで男女を区分し比
較した。

４．解析方法
対象者の性別、年齢および地域に分類し、

χ2 検定にて比較し検討を行った。2 群間の
差の比較には独立 t 検定を行った。独立変
数「高強度、中等度、歩行、一週間の総身体
活動量」、従属変数「男性、女性」とし、す
べての統計処理について、有意水準は危険
率 5%未満とした。統計解析には、SPSS19.0J
for Windows を使用した。身体活動量の計
算方法は、高強度の身体活動、中等度強度の
身体活動、および歩行による身体活動のそ
れぞれの実施時間に身体活動頻度を乗じて
合計することにより、週当たりの総身体活
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Table1．日本S町・中国S市における人口統計学状況
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Table2．中国S市における男女別の身体活動量の比較

Table3．日本S町における男女別の身体活動量の比較

Table4．日本S町･中国S市における男女別の身体活動量の比較
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